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●１．意見交換会・実践の場の全体像

◼意見交換会・実践の場の位置づけについて

◼今年度の進め方について

• 協議会の運営、意見交換会・実践の場の枠組みを用いた議論・推進の取組を継続

• 昨年度と同様に、具体的なプロジェクトの企画・実施を通じて、多様な主体による協議・協働を生み出す

• 単年度のみのイベント実施に終わるのではなく、企画にかかわった方の継続的な関係性の構築など、地域
や被災地外に何か（＝ノウハウ）を残すことができるような取組を目指す

地域課題の整理
具体的な

プロジェクトの企画
企画実施
情報発信

多様な主体による
協議・協働を生み出す

得られたノウハウ等を
被災地内外に広める

過年度の実施内容を踏まえ、
取組テーマを検討

意見交換会

以下の目的のため、復興庁と会員団体等（主に副
代表団体）が集まり、意見交換を行う。

1. 互いの活動情報を共有し合うこと

2. 地域の課題解決に向けた、多様な主体による
協議・協働を生み出すこと

実践の場

意見交換会の議論を踏まえて企画した具体的プロ
ジェクトの実施を通じて、地域の抱えている課題
解決や国内外への情報発信につなげること
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●２．過年度実施状況：全体像

〇 岩手県のこれまでの取組では、「関係人口の増加」に着目して取組を実施

〇 令和５年度の実践の場では、3拠点（久慈・宮古・陸前高田）の若者カフェを中心に、それぞれの地
域の観光・地域振興の分野で中核的な役割を果たし、沿岸部のエクスカーションプログラムを検討

関係人口を活用し
た集中的な地域の
魅力の磨き上げ、
PR、モデルづくり

「釜石の今と未来を
考える 座談会 

」（釜石市）

地域の課題に挑戦し
ている事業者の（有
）宝来館 代表取締
役社長 女将 岩﨑
昭子氏とともに、地域
の今までの歩みやこれ
からの発展について協
議。これら協議の結
果に関する意見交換
をする場として「釜石
の今と未来を考える 
座談会」を開催。

令和3年度
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令和5年度

三陸沿岸の復興の
姿や魅力を知って
もらう企画作り

「行きたい！」
「会いたい！」を
実現する 三陸沿
岸を訪れ、復興の
姿を知るをテーマ
にした参加する学
生・若者向けの三
陸沿岸学び旅・交
流プログラム

内陸部の学生・若
者に沿岸部の震災
復興の姿や魅力を
伝え交流を図る取
組

テーマ

実践の場

関係人口増加から
生まれる価値と、
関わりを生むため
のプロセス

「関係人口×〇〇
で考える三陸の未
来」（宮古市）

ブースセッション
とパネルディス
カッションによっ
て、複数の切り口
から、関係人口増
加の価値や関わり
を生む仕掛けづく
りを紹介

平成30年度

三陸沿岸の地域経
済の担い手支援

「さんりく事業成
長セミナー・交流
会～オール岩手で
経営層をサポート
します～」
（大船渡市）

企業やNPOなどの
現役経営者および
次世代リーダーに
対して、行政と民
間支援機関が連携
して事業成長を支
援するため、支援
策の特徴や活用事
例を紹介するセミ
ナーと交流会

令和元年度

東日本大震災から
10年目にあたっ
て

「いわて沿岸とつ
ながる交流会 －こ
れまでの10年を未
来の力に－」
（陸前高田市）

これまでの復興活
動の思い出や、伝
承していきたい大
切な記憶・教訓を
振り返り、共有し
合い、また、教訓
・つながりを活か
して今後取組たい
ことや目指したい
ことのアイディア
を共有

令和2年度

関係人口を活用し
た持続可能な地域
づくり

「みちのく潮風トレイル
体験から三陸沿岸地
域の復興の姿を知る
エクスカーションプログ
ラムモニタリングツアー
【宮古コース編】」

一般社団法人 浄
土日和とともに、みち
のく潮風トレイルを活
用し、行政関係者や
学者、研究者など知
識層を主なターゲット
として想定した、モニタ
リングツアーを実施。

令和4年度



●３．過年度実施状況：令和５年度の取組詳細
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令和５年度の実践の場の企画内容



●３．過年度実施状況：令和５年度の取組詳細

〇 大船渡・陸前高田エリア 参加者：県内大学生１名、県外大学生１名
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●３．過年度実施状況：令和５年度の取組詳細
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〇 久慈エリア 参加者：県外大学生１名、県内社会人２名



●３．過年度実施状況：令和５年度の取組詳細
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〇 宮古・釜石エリア 参加者：県外大学生２名



●３．過年度実施状況：令和５年度の取組詳細
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令和５年度実施結果に基づいた次年度への取り組みについて

第３回意見交換会では、参加した若者が自分たちで訪問したいところを考え、現地の方か
ら直接話を伺って気づきを得ることができたという点で良いプログラムだったとの評価を得
ている。反省点として、周知の開始時期が遅く、参加者が集まりにくかったかったことが挙
げられた。周知タイミングを早め、いわて高等教育コンソーシアム事務局に連絡し、参加者
の感想もまじえ企画内容を説明するなどの工夫が必要といった意見、参加者ターゲットを絞
り込むと良いのではないかという意見、さらに、取組当日の行程内容に関して、現地の方々
と連携し、参加者に多くの出会いや体験を提供できる体制にする必要が課題として挙げられ
た。
次年度の取組について、この取組を継続すべきということで合意が得られたが、周知時期

の早期化、テーマを設定した上での行程企画・参加者のアプローチ、大学生以外の例えば地
域おこし協力隊等に対する参加者募集の充実、現地のNPO団体等の協力打診等の意見があげ
られた。
令和7年度が協議会の最終年度とするならば今後、どうするか３県合同でのイベントも検討

しつつ、令和８年度以降の自走も見据えた取り組みを協議していければと考えております。

今回、イベント運営事業（会議運営・実践の場・招待状WS）を株式会社読売エージェンシ
ーが取り扱うこととなりました。昨年度までの良い部分を継承しながら進めていきたいと考
えますので、引き続きご支援ご協力をお願い申し上げます。



●４．今年度の取組方針
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今年度の取組方針（企画の方向性）

〇 三陸沿岸と岩手内陸を繋ぐ

■内陸の高校生・大学生による「沿岸部復興状況の広報」「観光魅力発信」を目的とした動画取材活動を展開
■若年層目線で取材・編集した動画を「新しい東北」公式YouTubeにて配信
■中高生向けの新聞/高校生向けフリーペーパーへ記事掲載により参加者募集、完成動画の告知・誘引を実施

地域の方々の復興への体験や尽力に焦点を当て、乗り越えてきた困難などを
若年層に理解しやすく伝えることをテーマに、プログラム参加メンバーが取材で体験し

感じたことを継続的に探究していける内容を展開します

内陸部の高校生・大学生による取材プログラムチームが、復興を再確認し、気付きを得て

同世代である次世代層に向けて、動画による三陸沿岸部の魅力発信を行う

＜イベントタイトル＞

『 岩手さんりくを探求！「YOUTH特派員」』
ユ ース



●４．意見交換会・実践の場のスケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年(令和6年) 2025年(令和7年)

第1回
意見交換会
（７/４）

第2回
意見交換会

（9月～10月）

実践の場
12月中旬～
1月中旬頃
（1泊2日）

・企画内容の確認
・実践の場に向け県内学校、
団体への協力打診相談
（取材プログラム参加募集
/WS参加協力について）
・スケジュールの確認

・WS/取材プログラム参加者協力企業、および団体との調整
・副代表団体との個別の意見交換

◼今年度の意見交換会・実践の場のスケジュール

※スケジュールは今後の議論状況等により、変更の可能性がございます。

第3回
意見交換会

（1月～2月）

・企画内容最終確認
・取材候補地の推薦等確認
・WS参加者/登壇者最終調整
・取材プログラム参加者調整

WS
11月上旬～
1１月下旬頃

企画内容
調整

・実践の場の振り返り
・次年度の取組方針に
ついての意見交換

●WS/プログラム参加者募集

【岩手さんりくを探求！「YOUTH特派員」】

●各種取りまとめ

招待状制作ワークショップ 【TOHOKU MOMENT‐INVITATION‐】

●イベント会場押さえ 第1回
WS

第2回
WS

第3回
WS

展示・投票
イベント

招待状
完成

●3県開催 ●3県開催 ●3県開催

●参加者決定/事前リモート

企画内容調整

首都圏にて開催予定

●WS/プログラム基本構成調整

・取材候補地・協力団体や企業との調整

●プログラム参加者事後リモート

●YTJPチラシ送付

●動画公開
（YouTube）

●記事掲載
（読売中高生新聞/
YOUTH TIME 
JAPAN誌）



●５．今年度の取組内容について
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①『岩手さんりくを探求！「YOUTH特派員」』 ワークショップ

地元の協力企業・協力者と共に、取材テーマについててディスカッションを開催。また、プロの映像ディレクターによる「動画で伝える
こと」に関する講演を実施。

開催時期 • 2024年11月上旬〜11月下旬の開催想定（1日開催）

会場 • いわて若者カフェを想定

内容
• 震災による被害・復興の過程・観光状況の説明（ゲストスピーカー想定）
• 取材プログラム（テーマ・対象候補）の検討
• 取材エリア、取材順の検討（久慈エリア、宮古・釜石エリア、大船渡・陸前高田エリア）

主な参加者
• YOUTH特派員メンバー（学生8名）
• ゲストスピーカー（地元協力企業・協力者・復興活動に関係する方）
• プロの映像ディレクター（1名＋アシスタント）

目的
• 震災による被害、復興の過程、観光状況の基礎を理解する
• 動画撮影・制作に関する理解を高める

実施内容

■当日の進行イメージ
＜10min＞ 「企画の趣旨説明(復興庁ご担当者様想定）」

＜50min＞ 「震災による被害・復興の過程・観光状況の説明」
 ※地元協力企業・協力者・復興活動に関係する方をスピーカー想定

＜10min＞ 休憩

＜70min＞ 「取材プログラムのテーマ・計画の検討」
・YOUTH特派員は事前のリモートMTGにて、当日までに課題に対してのアイディアを準備、その内容を発表します。

＜10min＞ 休憩

＜60min＞ 「動画撮影・制作に関する説明（プロの映像ディレクター）」
・動画で多くの方に思いを伝えることの意義的なことも踏まえ、動画制作に対しての意識を高めます。



●５．今年度の取組内容について
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②『岩手さんりくを探求！「YOUTH特派員」』 取材プログラム

震災からの復興活動を再確認し、『将来の仕事・地域コミュニケーションなど様々な取り組みにおける「糧」となる取材プログラムを実
施。プログラムで培った『気付き』は動画コンテンツとしてアーカイブ化することで、同世代・次世代層への共有を図る

開催時期 • 2024年12月中旬〜2025年1月中旬の開催想定（2日開催）※1泊2日想定

会場 • いわて若者カフェ（出発・最終MTG）を想定 ※最終MTG会場は、スケジュールによって現地開催も検討

内容
• ワークショップで設定した取材地を訪れて取材を行う。
• 震災からの復興において、当事者の方々の活動と思いを取材する。
• 若者目線で、沿岸エリアの観光的な魅力の発掘する。

主な参加者
• YOUTH特派員メンバー（高校生・大学生：8名）
• プロの映像ディレクター（1名＋アシスタント）

実施内容

• 開催前に参加者（YOUTH特派員）に対して、全体オリエンを実施します。
• 途中、アウトプットとなる動画の基本構成共有ミーティングを実施します。
• 取材終了後、いわて若者カフェに戻り、参加メンバー全員で取材時の感想、動画制作に関するミーティングを実施します。
※円滑に進行することを目的に、映像ディレクターは事前にロケハンを実施します。 

取材映像
• 約30分程度の映像を想定
• 「復興」「観光」の2つをテーマとして構成
• 基本構成は参加者が行い、最終的な編集作業は参加したディレクターの基でプロダクションによる編集を想定

③取材動画の公開・取材レポートの記事掲載

開催時期 • 2025年2月中旬以降を想定

動画公開 • 「新しい東北」公式YouTube

記事掲載
• 読売中高生新聞
• YOUTH TIME JAPAN誌（フリーペーパー）

【取材内容】 ▶漁業関係者へのインタビュー
▶震災の足跡が確認できる施設のレポート
▶観光PR用のドローン撮影 など



●５．今年度の取組内容について

12

岩手さんりくを探求！
「YOUTH特派員」

ワークショップ/
取材プログラム

●県内学校、団体への取材プログラム参加者募集協力の打診について、紹介いただける企業・団体の確認
・取材プログラム参加者：岩手県内陸部の学生（高校生・大学生）
・ワークショップ開催時スピーカー：地元協力企業・協力者・復興活動に関係する方
・取材対象の紹介：ご紹介いただける方、こちらがアプローチしたい方のご紹介

●エリア設定について
・現状の3エリア設定（久慈エリア／宮古・釜石エリア／大船渡・陸前高田エリア）
・1エリアに絞り込んで掘り下げる構成も考えられるため意見を伺いたい

●「ワークショップ」「実践の場」 開催日程の調整
・いわて若者カフェとの会場調整（担当窓口をご紹介いただきたい）

◼確認事項

招待状制作
ワークショップ

●開催スペースをご紹介いただけるか
・現状は、いわて若者カフェ・盛岡駅近隣の会議スペースを想定

●銘菓賞品の準備について
・推薦される商品、紹介いただける購入先

●必要に応じて、各所観光協会担当者の紹介

◼イベント事務局アドレス（株式会社読売エージェンシー）

new_tohoku_event@yomiuri-ag.co.jp 担当者：鈴木、菊池

mailto:new_tohoku_event@yomiuri-ag.co.jp


●６．招待状作成ワークショップについて
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■招待状作成ワークショップ TOHOKU MOMENT ‐ INVITATION Workshop -

東北３県の自然の美しさ、文化、そして震災からの復興へ向かう生活の一瞬一瞬を捉え、人々に深い印象を与えることで、国内
外から東北３県に人を引き付ける全世界に向けた招待状の制作を行う

開催時期
• 1回目：2024年10月想定（岩手・宮城・福島）
• 2回目：2024年11月想定（岩手・宮城・福島）
• 3回目：2024年12月想定（岩手・宮城・福島）

会場 • 岩手県/盛岡市内、宮城県/仙台市内、福島県/福島市内

内容
各県ごとにワークショップ開催し、招待状の構成などを考案する。観光地の他、企業や人物にもクローズアップすることをテーマとする。
各県とも観光地を10箇所程度、企業や人物も各1コンテンツ程度を構成する。

主な参加者 • 各県20名程度の参加者を応募

実施内容
（案）

• 1回目：候補地の洗い出し・紹介企業や人物のイメージ設定・担当分け

• 2回目：候補地・企業・人物の決定・文字構成案・ページネーション構成
• 3回目：企業・人物の取材・文字構成・最終調整（対応言語数調整中）

■TOHOKU MOMENT – EVENT -

首都圏のイベントスペースにて、ワークショップで校正したページをパネル化した展示イベントを開催。魅力を感じる場所に投票して
もらうことでインバウンドや、イベント開催エリアの方たちの目線も通して、魅力的な東北３県のガイドブックを完成させる

開催時期 • 2025年1月中旬〜2月上旬想定

会場 • 東京（渋谷など）など首都圏1会場にて2日間の開催を想定

内容

• ・3県の校正ページを拡大（A4〜B３サイズ程度）展示する。

• ・それぞれに投票用ナンバリングを実施し掲出します。※企業・人物紹介パネルは投票対象から除外する。

• ・投票完了画面をスタッフに見せて、3県の銘菓が当たるガラガラ抽選会に参加いただく。
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